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< 平面のベクトル場の線積分 3 >

平面上のベクトル場Fに対し，

曲線Cを動く点がFから受ける

力の合計は前ページより
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となる。ここで dr = (dx, dy)をベクトルと考え，

f1dx+ f2dy = (f1, f2) · (dx, dy) = F · dr
という記号で表すと，Z
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となる。この式の値をベクトル場Fの曲線Cに沿った線積分という。

問 曲線 C は右図のような反時計まわりの単一閉曲線
であり，Cで囲まれた領域をDとする。ベクトル場
F = (f1, f2)に対しZZ
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をグリーンの定理 (21ページ)を使って線積分で表
せ。(これを平面のストークスの定理という。)


